
 　巻頭言　 

義肢装具と補装具借受け制度―筋電 
義手の取り組みを通して 横山　　修  99（2）
伝えることの大切さと伝わることの 
難しさ 橘　　智弘  199（3）
リハビリテーション医学・医療の変 
遷―新時代に向けて 久保　俊一  303（4）
逆境に備えた resilient life―しなやか 
な生活の実現 清水　兼悦  403（5）
医療・リハビリテーションにおける 

3 D技術を活用した義肢装具製作 
提供サービスの現状と展望 
　 東江由起夫  515（6）
この原稿が掲載されるころには 
　 小林　　毅  617（7）
リハビリテーション医学と新型コロ 
ナウイルス感染 陶山　哲夫  715（8）
適切な対応 坂井　一浩  813（9）
リハビリテーション科専門医が地域 
に影響を与えるための原点回帰 
　 瀬田　　拓  919（10）

障害者支援施設を拠点とした地域リ 
ハビリテーション 齋藤　　薫  1027（11）
自助具とショウジョウバエ 硯川　　潤  1137（12）

 　特集　 

●　医工学最前線
医工学の現状と課題 出江　紳一  7（1）
医療の ICT化と AI 中島　直樹  13（1）
ヘルスケアにおける XR技術の活用 
事例と展望 谷口　直嗣  19（1）

上肢リハビリテーション用ロボット 
装具「アクティブギプス」の開発 
　 伊丹　　琢・矢野　賢一  25（1）
医療と介護の IoT 井上　創造  35（1）
リハビリテーション医学におけるト 
ランスレーショナルリサーチ 

　 越智　光宏・加藤　徳明・
 佐伯　　覚  43（1）
●　回復期リハビリテーションに求められるもの
医師のマネジメント 菅原　英和  105（2）
スタッフ教育 竹内　茂伸・今田　　健  111（2）
病院機能評価 宮井　一郎  119（2）
退院支援と退院後のフォローアップ 
　 岡本　隆嗣・岡　　光孝・ 
 渡邉　陽子・田中直次郎・

 杉本真理子  133（2）
現状の課題と展望 三橋　尚志  143（2）
●　腎臓リハビリテーションのベストプラクティス
腎臓リハビリテーションの最近の話 
題 上月　正博  205（3）
保存期 CKD患者の重症化予防を目指した腎臓リハビ
リテーション 平木　幸治・柴垣　有吾  213（3）
透析患者 松永　篤彦  219（3）
腎移植後レシピエントに対する腎臓 
リハビリテーション 祖父江　理  227（3）

回復期リハビリテーション病棟での 
対応 新城　吾朗  235（3）

精神科的サポート 
　 井上真一郎・鍋倉　由佳・ 
 小川　加苗・江角　　悟・ 
 山本　昌子・山口　　恵・ 
 廣部　貴惠・井上　尚子・ 
 川田　清宏・千田真友子・ 
 植田　真司・三宅　俊明・ 
 深尾　貴志・佐々木翔平・

 山田　了士  241（3）
●　歩行障害にどう対応するか
歩行の評価 長谷　公隆  309（4）
歩行耐久性の向上 
　 大隈　秀信・佐藤　達矢・

 松本　哲夫  317（4）
歩行速度の向上 大畑　光司  325（4）
屋外実用的歩行の獲得 藤井　　智  331（4）
犬と一緒に楽しく歩く―歩行障害と 
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介助犬の利用 高柳　友子  339（4）
●　周術期のリハビリテーション診療―何を考え何を
診て何をするのか

周術期リハビリテーション医療の意 
義と体制 千田　益生・堅山　佳美・

 伊勢　真人・池田　吉宏  409（5）
下肢人工関節手術 谷口　直史  417（5）
脊椎・脊髄手術 
　 三上　靖夫・河﨑　　敬・

 坂野　元彦  425（5）
消化管手術―食道癌，膵臓癌 
　 水落　和也・薄井さとみ・ 
 松本　充寿・上原　立資・ 
 萩尾裕希恵・結城　　士・

 渡邉　知美・須藤奈津子  431（5）
開心術 櫻田　弘治・高橋　哲也  439（5）
小児手術 大久保浩子・峯　耕太郎  449（5）
頭頸部がん手術 伏屋　洋志  457（5）
●　地域医療計画のインパクト
本邦における地域医療計画 
　 松本　晴樹・谷垣　君龍  521（6）
地域医療計画におけるリハビリテー 
ション 尾形　裕也  527（6）
脳卒中診療の地域ネットワーク体制 
の構築 石原　秀行・鈴木　倫保  535（6）
回復期リハビリテーション病棟と地 
域医療計画 三橋　尚志  541（6）
奈良県地域医療構想の推進―病院機 
能の見直しを中心として 鶴田　真也  549（6）
●　多職種による痙縮治療
片麻痺患者の痙縮治療 佐々木信幸  623（7）
片麻痺上肢の痙縮治療―作業療法士 
の立場から 阿部　　薫・川上　途行  631（7）
片麻痺下肢の痙縮治療―理学療法士 
の立場から 谷川　広樹・大塚　　圭・

 向野　雅彦  637（7）
小児脳性麻痺の痙縮治療戦略―多職 
種チームアプローチの必要性 
　 金城　　健  643（7）
脳性麻痺のボツリヌス治療―理学療 
法士の立場から 
　 加藤　貴子・松田　雅弘・

 花井　丈夫・根津　敦夫  651（7）
●　社会参加の障壁となるもの
障害者の権利―障害者権利条約批准 
後の展開 小澤　　温  721（8）

本人・家族の心理 緑川　　晶  727（8）
移動支援から考える障害者の社会参 
加の障壁 根本　洸介・山根　則子・

 佐藤　早苗  733（8）
障害者の就労における障壁 
　 小西　隆史・高岡　　徹  739（8）

情報アクセシビリティの動向 山田　　肇  745（8）
●　病態に応じた腰痛のリハビリテーション診療
骨粗鬆症性椎体骨折に伴う腰痛 
　 萩野　　浩  819（9）
高齢者の脊柱変形に伴う腰痛 
　 島田　洋一・本郷　道生・

 宮腰　尚久  827（9）
脊髄損傷による腰痛 
　 渡邊　友恵・田中宏太佳  835（9）

がんの脊椎転移による腰痛 髙木　辰哉  841（9）
職業性腰痛 伊藤　英明・佐伯　　覚  849（9）
●　認知症ケアのプラットフォーム
パーソン・センタード・ケア 
　 内田　達二・村田　康子  925（10）
バリデーションとユマニチュード 
　 村山　明彦・山口　智晴  933（10）

認知症家族介護者に対する認知行動 
療法―STARTプログラム 藤澤　大介  939（10）

認知症カフェの役割 武地　　一  945（10）
Dementia Friendly Community 粟田　主一  951（10）
●　ハイリスク児とリハビリテーション
ハイリスク妊娠 片山　晃久・梅原　永能・
 左合　治彦  1033（11）
ハイリスク児の評価 
　 儀間　裕貴・阿部　広和  1039（11）

NICUにおける新生児のリハビリテー 
ション 井上　　彩  1047（11）

乳幼児期の発達における睡眠 豊浦麻記子  1053（11）
ハイリスク新生児の長期フォローアッ 
プ 笛木　　昇  1061（11）

●　障害者の加齢に伴う問題とその支援
障害者のライフイベントに合わせた 
支援 小池 純子  1137（12）
重症心身障害児者の加齢と施策 

 後藤　一也・西巻　靖和・
 中村　友亮  1145（12）
知的障害者の加齢と生活支援 志賀　利一  1151（12）
神経難病の進行に伴う倫理的・社会 
的課題 川口有美子  1157（12）

高齢者における脊髄損傷―2つの視 
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点から 大濱　　眞  1165（12）
日中活動支援・就労支援事業におけ 
る障害のある人の加齢に伴う問題 
と政策課題 小野　　浩  171（12）

 　緊急特別企画　 

●　新型コロナウイルス感染症 現場レポート
障害者入所施設における新型コロナ 
ウイルス感染症 齋藤　　薫  856（9）
遠隔および直接介入の利点と欠点 
　 篠田　裕介・雲野　康紀・

 高橋　雅人  857（9）
「COVID⊖19」―当施設での感染対策 
とリハビリテーションの課題 
　 髙橋　幸司・石井　正二・ 
 對馬　北斗・濱水　　光・

 佐藤　　誠  859（9）
クラスターの発生した精神科病院お 
けるデイケア活動 
　 渡辺俊太朗・小坂　　淳・ 
 西本　雅彦・山口　剛慶・

 山本　賢司  860（9）
自分を守り，相手を守る 
　 山下　達也・曽根　　翠  861（9）
クリニックを中心とした生活期リハ 
ビリテーション施設群における 
COVID⊖19の対応 
　 安部　博史・桺井田忠茂  862（9）

COVID⊖19患者に対するリハビリテー 
ション治療の経験 匿名  864（9）

COVID⊖19への対策と通常業務の両 
立―訪問看護の現場から 
　 永耒　　努・新川　健太  865（9）

COVID⊖19―国際医療福祉大学成田 
病院リハビリテーションセンター 
からの現場レポート 
　 角田　　亘・森井　和枝・ 
 後藤　和也・白砂　寛基・

 大森　智裕  866（9）
COVID⊖19流行下における当訪問リ 
ハビリテーションセンターの対応 
　 橋口　彬典  867（9）

「Withコロナ」で求められること 
　 井上かおる  868（9）

COVID⊖19のリハビリテーション体 
験談―当院での工夫 野口　　蓮  869（9）

COVID⊖19に堪えるなか実感するレ 
ジリエンス Jodi Ann Brangaccio  871（9）

COVID⊖19への対応―パンデミック 
時のセラピストの視点から 
　 Blair H. S. Dellenbach  873（9）

 　入門講座　 

●　リハビリテーション医療のエビデンス―言語聴覚
療法

1．失語症 藤田　郁代  49（1）
2．音声障害―音声障害の行動学的 
治療（音声治療）に関するエビデ 
ンス 城本　　修  151（2）

3．摂食嚥下障害 稲本　陽子  247（3）
4．聴覚障害―高齢期難聴を中心に 
　 鈴木　恵子  347（4）

●　医療統計ことはじめ
1．疫学研究デザインと記述研究に 
用いられる統計解析―単変量解析 
　 新谷　　歩  355（4）

2．観察研究のデザインとデータ解 
析―多変量解析と傾向スコア 
　 新谷　　歩  465（5）

3．介入研究のデザインとデータ解 
析 新谷　　歩  557（6）

●　転倒リスクアセスメントと予防
1．転倒リスクアセスメント 
　 宮越　浩一・鈴木　　真・

 髙橋　静子・夏目　隆史  657（7）
2．運動療法 土井　剛彦  751（8）
3．転倒予防のための看護ケア 
　 檜山　明子  877（9）

4．住環境の評価と整備の基礎知識 
　 橋本　美芽  957（10）

●　3 Dプリンタを使ってみよう！
1．支援機器製作・相談に活用する 
ための 3 Dプリンタの基礎知識 
　 渡辺　崇史  1067（11）

2．ケア現場への 3Ｄプリンタ導入 
支援―効率よく学び，継続して活 
用するためのメソッド 林　　園子  1177（12）

 　実践講座　 

●　ケースレポート―脳損傷の在宅リハビリテーショ
ン

1．片麻痺―歩行能力の向上 
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　 和田　真一・吉野　順也  57（1）
2．片麻痺―家庭内役割の再獲得を 
目指した訪問リハビリテーション 
　 冨山　陽介  159（2）

3．失語症―失語症者に対する訪問 
リハビリテーションの役割 
　 荏原　幸恵・沖田　啓子・

 岡本　隆嗣  255（3）
4．高次脳機能障害 山﨑　文子  363（4）
●　がんのリハビリテーション―診療ガイドラインを
どう活用するか

1．総論―がんのリハビリテーショ 
ン診療ガイドライン第 2版の活用 
　 辻　　哲也  261（3）

2．肺がん・消化器がん 村岡　香織  369（4）
3．頭頸部がん 飯野　由恵・鶴川　俊洋  471（5）
4．乳がん 藤井　美希  563（6）
5．骨転移 宮越　浩一  663（7）
6．血液腫瘍・造血幹細胞移植 
　 井上順一朗・佐浦　隆一  759（8）

7．前立腺がん・婦人科がん 村岡　香織  883（9）
8．進行がん・末期がん 宮田知恵子  963（10）
●　運動器外傷の画像診断
1．高齢者における脊椎外傷の画像 
診断 川口　謙一  887（9）

2．上肢外傷の画像診断 
　 小笹　泰宏・射場　浩介・

 山下　敏彦  969（10）
3．大腿骨近位部骨折，非定型大腿 
骨骨折の画像診断 
　 高野　満夫・成田　　淳・

 高木　理彰  1075（11）
4．軟部組織外傷の画像診断 
　 平田　正純  1183（12）

 　集中講座　 

●　評価法の使い方
1．「評価法の使い方」連載にあたっ 
て 佐伯　　覚  73（1）
シリーズ 1　総論
2．評価法の選択 
　 青桺　　潤・道免　和久  175（2）

3．運動麻痺 田口　　周・長谷　公隆  277（3）
4．歩行障害 和田　　太・水野　聡子  383（4）
5．高次脳機能障害 原　　寛美  483（5）
6．言語障害 村岡　香織  585（6）

7．摂食嚥下障害 柴田　斉子  691（7）
8．脳卒中後の上肢機能評価 竹林　　崇  783（8）
9．ADL・IADL 園田　　茂  895（9）

10．QOL 田島　明子  999（10）
11．社会参加・就労 
　 倉兼　明香・高岡　　徹  1101（11）

12．自動車運転 加藤　徳明  1211（12）

 　連載　 

●　リハビリテーション医療に必要な薬物治療
12．不眠症の治療 内山　　真  75（1）
●　海外留学・国際交流のすすめ
1．リハビリテーション科医の立場 
から 里宇　明元  79（1）

2．言語聴覚士の立場から 稲本　陽子  180（2）
3．国際交流のすすめ―日本理学療 
法士協会の活動 
　 伊藤　智典・高橋　哲也・

 梶村　政司・内山　　靖  281（3）
4．海外研究留学の経験 山口　智史  387（4）
5．私の海外協力の経験と今感じて 
いること 野口　祐子  491（5）

6．ウラジオストク（ロシア）での 
臨床経験 小岩　　幹・井出　　渉・

 鎌田　　一  589（6）
●　ユニバーサルデザイン（西山　敏樹）
1．ユニバーサルデザインの世界   495（5）
2．ユニバーサルデザインと教育   595（6）
3．ユニバーサルデザインと医療・ 
福祉環境   697（7）

4．ユニバーサルデザインとモビリ 
ティ   789（8）

5．ユニバーサルデザインと公共サー 
ビス   899（9）

6．緊急時対応とユニバーサルデザ 
イン  1005（10）

7．観光のユニバーサルデザイン   1107（11）
8．SDGsとユニバーサルデザイン   1217（12）
●　クラウド・IT時代のリハビリテーション診療
1．全国のクラウドネットワークシ 
ステムの現状と今後 田中　勝弥  793（8）

2．PaaS型サービスを用いた医療介 
護システムの可能性 瀧村　孝一  903（9）

3．地域基幹病院と地域医療の ICT 
連携―行政主導の地域連携カルテ 
「まめネット」 永田　智子  1009（10）
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4．摂食嚥下・在宅リハビリテーショ 
ンにおけるオンライン診療 野﨑　園子  1111（11）

5．訪問診療クラウド連携ツールへ 
のリハビリテーション関係者の参 
入 日下生玄一  1221（12）

●　リハビリテーション関連職種のキャリアサポート
1．義肢装具士における実践 野坂　利也  1115（11）
2．臨床心理士・公認心理士におけ 
る実践 中島　恵子  1227（12）

 　研究と報告　 

高齢者に配慮した簡易自動車運転シ 
ミュレーター（SiDS version 3）と 
5年間無事故無違反の健常高齢者 
の運転特性 門田　　隆・和才　慎二・ 
 松村　直樹・蜂須賀研二・ 
 加藤　徳明・佐伯　　覚・

 松永　勝也  65（1）
回復期リハビリテーション病棟入院 
患者に対するリハビリテーション 
とビタミン D高含有栄養補助食品 
の併用による効果 
　 松尾　　厚・松藤祐一郎・

 川田　将之  477（5）
急性期重度嚥下障害患者に対する完 
全側臥位導入による帰結の変化 
　 長尾　恭史・小林　　靖・ 
 大高　洋平・齊藤　輝海・ 
 大林　修文・大隅縁里子・ 
 水谷　佳子・伊藤　洋平・ 
 田積　匡平・西嶋久美子・

 森　　俊明  567（6）
急性期脳卒中患者の嚥下造影検査に 
おける食物移送時間を指標とした 
嚥下訓練食からの離脱予測 
　 中山　靖規・太田　剛史・ 
 川田　　敬・池亜　里沙・ 
 津野　友里・中島朱也香・

 加嶋　憲作  671（7）
Thick liquidを用いた pharyngeal delay  

timeと laryngeal elevation delay time 
の有効性 村田　和弘・芥川なおこ・

 横田　　啓・原田　昌範  765（8）
地域在住高齢者の主観的 quality of life 
と性格の関連性 
　 篠原　智行・村田　雅代  981（10）

脳卒中急性期から適切な長下肢装具 
作成を進めるための装具カンファ 
レンスの導入後の変化 関　　崇志・

 阿部　浩明・大鹿糠　徹  1191（12）

 　短報　 

体幹に対する rhythmic stabilizationが 
静的立位・動的立位・歩行のバラ 
ンスに及ぼす影響 
　 高橋　柚伎・佐々木　誠  165（2）
メディカルスタッフと対象者との距 
離と自律神経活動との関係 
　 伊藤　　昭・上村佐知子・ 
 田口　晶子・沖田　裕美・

 加藤　健寿  373（4）
介護支援専門員を対象とした心臓リ 
ハビリテーション研修―兵庫県都 
市部と地方部の比較 
　 田内　悠太・荻野　智之・ 
 田淵　嵩人・坂本　利恵・

 和田　陽介・道免　和久  573（6）
慢性期運動性失語症患者への日本版 

constraint⊖induced aphasia therapy 
の効果―a case series 
　 金森　　雅・児玉　典彦・ 
 中尾　雄大・南都　智紀・ 
 齋藤　翔太・内山　侑紀・

 道免　和久  985（10）
実績指数―運動 FIM，認知 FIM，年 
齢を層別化した調査 
　 徳永　　誠・三宮　克彦・ 
 今田　吉彦・松本　美幸・

 上田　純子  991（10）
通所リハビリテーションにおける嚥 
下評価と入院率の関係 古館　康司  1201（12）

 　症例報告　 

新たな自助具の考案により食事動作 
が自立した不全四肢麻痺を呈した 
1症例 佐藤　　岬・窪　　優太・

 林　　浩之  169（2）
部活動中に筋肉内出血を生じた血友 
病 B患者の 1例―教育的介入を含 
めた理学療法士の役割 
　 石倉　龍太・久原　聡志・ 
 中元　洋子・明日　　徹・ 
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 舌間　秀雄・蜂須賀明子・
 白石純一郎・佐伯　　覚  265（3）
左側頭葉後下部病変による失読失書 
例の漢字書字過程の分析 
　 池野　雅裕・宮崎　泰広・

 福永　真哉・種村　　純  271（3）
片麻痺脳性麻痺児に対する上肢ボツ 
リヌス療法と作業療法併用の効果 
　 宇高　千惠・齋藤　和代・ 
 大野　憲子・田中　孝子・ 
 有澤　歩美・水落　和也・

 根津　敦夫  379（4）
メモを利用することで自発話の構音 
が改善した皮質下性失語の 1例 
　 山田　晃司・橋本　竜作・

 幅寺　慎也  677（7）
完全側臥位法導入で経口摂取に至っ 
たくも膜下出血の 1例 
　 染谷　明徳・靍見　祐子・

 靍見　有史  773（8）
脳卒中片麻痺後重度痙縮に対し ITB 
療法とリハビリテーションの併用 
により ADL向上と介護負担軽減 
に至った 1症例 
　 小野　　修・渋間　勇人・ 
 江川　　廉・齋藤　佑規・

 竹村　　直  777（8）
入院中の右下腿切断者への自動車運 
転再開支援―3症例の経験 
　 廣澤　全紀・武原　　格・ 
 平野　正仁・水口　健一・

 佐藤　義尚・安彦　鉄平  1085（11）
緩和ケア病棟でのリハビリテーショ 
ンが有用であった AYA世代終末期 
がんの 1例 添田　　遼・三橋　麻菜・

 奥津　輝男  1205（12）

 　調査　 

一般病棟における離床を阻害する要 
因―アンケートによる検討 
　 谷　　崇史・遠藤　　聡・ 
 對東　俊介・阿部　雄介・

 飯田　　祥・曷川　　元  579（6）
全国の医療系施設を対象にした嚥下 
造影検査および嚥下内視鏡検査の 
実施に関する調査 

　 田中　誠也・横井　　孝・ 
 窪　　浩治・松尾　貴央・

 鈴木　啓介  1089（11）
熱傷患者における転帰別の患者特性 
および日常生活活動の比較 
　 西元　淳司・藤野　雄次・ 
 松田　雅弘・深田　由美・

 内田　龍制・牧田　　茂  1095（11）

 　ひと　 

第 57回日本リハビリテーション医 
学会学術集会会長になられた秋田 
大学大学院整形外科学講座教授　 
島田洋一 氏 松永　俊樹  1（1）

 　総説　 

内部障害領域における電気刺激療法 
の活用 上月　正博  683（7）

 　特別寄稿　 

高次脳機能障害当事者の内的世界へ 
の招待―『「脳コワさん」支援ガ 
イド』を読む 上田　　敏  996（10）

 　Sweet Spot　 

●　文学に見るリハビリテーション（高橋　正雄）
新渡戸稲造の『人生読本』―学生相 
談のパイオニア   84（1）
増田幸治作詞・吉田正作曲の『異国 
の丘』―戦後復興期の日本人を支 
えた名曲   184（2）

大江健三郎の『治療塔』―首相になっ 
た元リハ医   286（3）

サリンジャーの『ライ麦畑でつかま 
えて』―精神科入院患者としての 
側面   390（4）

内村祐之の『わが歩みし精神医学の 
道』・2―国民優生法・優生保護法 
への態度   500（5）

デフォーの『ペスト』―流行終息期 
の対応   598（6）

ヘッセの『知と愛』―ペストの恐怖 
と人間の恐怖   702（7）

ジャック・ロンドンの『赤死病』 
―疫病による人類滅亡の危機 
　   800（8）
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カミュの『ペスト』・2―技術的人間 
の生き方   908（9）
トーマス・マンの『ヴェニスに死す』 
―感染症対策の失敗事例   1014（10）

脳卒中患者としての島崎藤村―書簡 
にみる回復過程   1120（11）
萩原朔太郎の『虚妄の正義』―病跡 
学のコペルニクス的転回   1230（12）

●　映画に見るリハビリテーション（二通　　諭）
「Noiseノイズ」―磁場としての「秋 
葉原」と貧困と格差の時代を生き 
る若者たち   85（1）

「星に語りて～Starry Sky～」―東日 
本大震災，「消えた障害者」はど 
こへ行った？   185（2）

「生きるのに理由はいるの？～津久 
井やまゆり園事件～」―生きる理 
由は，生きる過程においてせり上 
がってくる   287（3）

「夜明け前の子どもたち」―障害のあ 
る子供たちの完全就学と発達の道 
を拓いた歴史的作品   391（4）

「コンプリシティ　優しい共犯」―青 
春映画の装いで外国人技能実習生 
が抱える課題を可視化する   501（5）

「37セカンズ」―障害にまつわる問 
題には目もくれず，ひたすら前へ 
進む   599（6）

「his」―同性愛という愛の一形態を 
起点に人間連帯の可能性を歌い上 
げる   703（7）

「子どもたちをよろしく」―貧困， 
いじめ，虐待，機能不全家族など 
子供たちを覆う困難を凝視   801（8）

「ミッドサマー　ディレクターズカッ 
ト版」―＜病としての恋愛＞は漂 
着した先でどんな姿になったのか？ 
　   909（9）

「のぼる小寺さん」―生徒相互の教 
育力とドラマを＜見る＞というモ 
メントから活写する   1015（10）

「ちむぐりさ　菜の花の沖縄日記」 
―教育の目標概念としての自己教 
育を体現した少女の記録   1121（11）

「82年生まれ，キム・ジョン」―別 
人格の声は女性を抑圧・差別して 

きた社会への異議申し立て   1231（12）

 　私の 3冊　 

私の 3冊 中山　大樹  87（1）

 　学会印象記　 

第 42回総合リハビリテーション研 
究大会 大場　純一  289（3）
第 3回日本リハビリテーション医学 
会秋季学術集会 
　 吉澤　賢志・石川　晴邦・

 佐藤　久友  503（5）

 　学会報告　 

第 49回中国四国リハビリテーショ 
ン医学研究会―2019年 12月 1日 
（日），於：高知大学医学部 和田恵美子  601（6）

 　書評　 

吉川ひろみ　編「作業療法の話をし 
よう　作業の力に気づくための歴 
史・理論・実践」 中村　春基  64（1）
植村研一　著「新訂　うまい英語で 
医学論文を書くコツ―世界の一流 
誌に採択されるノウハウ」 近藤　克則  83（1）

田平隆行，田中寛之　編「Evidence  
Basedで考える―認知症リハビリ 
テーション」 澤田　辰徳  173（2）

福井　勉　編「《理学療法 NAVI》エ 
キスパート直伝　運動器の機能破 
綻はこう診てこう治す［Web動画 
付］」 吉尾　雅春  183（2）

亀ヶ谷真琴　編　西須　孝　編集協 
力「こどもの整形外科疾患の診か 
た―診断・治療から患者家族への 
説明まで　第 2版」 服部　　義  190（2）

木村大輔　編「6ステップで組み立 
てる理学療法臨床実習ガイド―臨 
床推論から症例報告の書き方まで」 
　 内山　　靖  254（3）

木村大輔　編「6ステップで組み立 
てる理学療法臨床実習ガイド―臨 
床推論から症例報告の書き方まで」 
　 高橋　仁美  415（5）

奈良　勲，高橋哲也，淺井　仁，森 
山英樹　編「移動と歩行―生命と 
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リハビリテーションの根源となる 
ミクロ・マクロ的視座から」 影近　謙治  534（6）

アルシニェガス　他　編⊘松村　明　 
総監訳⊘羽田康司　丸山愛樹　監 
訳「外傷性脳損傷ハンドブック 
―診断と治療・評価・後遺症の管 
理　現場で役立つ臨床マニュアル」 
　 青木　重陽  669（7）

大村健二，濵田康弘　著「新・栄養 
塾」 西岡　心大  764（8）

田久浩志　著「医療者のための Excel 
入門―第 2 版　超・基礎から医療 
データ分析まで」 濱岸　利夫  788（8）

奥野英子　編著⊘日本リハビリテー 
ション連携科学学会　社会リハビ 
リテーション研究会　企画「障害 
のある人のための　社会生活力プ 
ログラム・マニュアル―自分らし 
く生きるために」 朝日　雅也  826（9）

鈴木大介　著「＜シリーズケアをひ 
らく＞「脳コワさん」支援ガイド」 
　 稲川　利光  855（9）

田中　栄　編　大島　寧，齋藤　琢， 
武冨修治，廣瀬　旬，松原全宏， 
森崎　裕　編集協力「整形外科レ 
ジデントマニュアル　第 2 版」 
　 中島　康晴  1074（11）

今村　徹，能登真一　編「QOL を高 
める―認知症リハビリテーション 
ハンドブック」 網本　　和  1110（11）

角田　亘　編　北原崇真，佐藤　慎， 
岩戸健一郎，中嶋杏子　編集協力 

「回復期リハビリテーション病棟 
マニュアル」 原　　寛美  1144（12）

 　文献抄録　 

　89（1），187（2），293（3），393（4），507（5），607（6），
705（7），803（8），1016（10），1122（11），1232（12）
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